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国　 際　 交　 流

会長 松田 久

ご あ い さ つ
　 会員の皆様におかれまし ては、 平素よ り 当協議会の活動に格別のご理解と ご 協力を賜り 厚く お

礼申し 上げます。

　 昨今の世界情勢は、 ウ ク ラ イ ナ侵攻や緊迫する 中東情勢など 地政学的リ ス ク の高まり によ り 、

将来見通し の不確実性や不透明性さ が一層増し ていま す。 こ う し た時代だから こ そ、 異なる 文化

的背景を持つ市民同士が固い友情で結ばれる 草の根の交流の重要性を、 改めて感じ ています。

　 国内に目を向ける と 、 少子高齢化が進む日本においては、 在留外国人は年々増加し 、 各地で産

業を支える 人材と し て、 地域社会の担い手と し て必要不可欠な存在と なっていま す。

　 岡山市におき まし ても 、 外国人市民の数は、 令和 7 年12月末現在で 1 万 7 千人を超え、 過去最

高と なっていま す。 今後も 外国人材の受入が進むこ と で、 国籍や民族が多様化し 、 岡山市に住む

外国人の数は増加する こ と が見込まれています。

　 そのため、 国籍、 民族等の異なる 人々が、 互いの文化的差異を認め合い、 外国人と 日本人が同じ コ ミ ュ ニティ の一員と

し てと も に支え合い、 誰も が暮ら し やすく 活躍でき る 多文化共生のまちづく り を進める こ と が重要です。

　 こ う し た中、 外国人市民が地域での生活に必要な日本語を習得でき る 機会を提供する ため、 福浜公民館及び万富公民

館で岡山市日本語教室を開催し 、 楽し く 日本語を学びながら 、 地域の方々と 相互理解を深める こ と ができ る よ う 、 取り 組

んでいると こ ろです。

　 国際交流事業では、 昨年は「 子ども 海外派遣事業」 を実施し 、 市内の中学生を岡山市の国際友好交流都市・ 地域に派遣

し まし た。 子ども たちは、 ホームス テイ や交流プロ グラ ムを通じ て、 現地の人々と の交流を深め、 海外の文化や価値観へ

の理解を育む貴重な経験を得る こ と ができ まし た。

　 今年は、 友好交流都市から 子ども たちを迎えてのホームステイ 事業や、 友好交流都市への訪問団派遣など、 様々な交流

事業を予定し ており ます。

　 当協議会の活動を通じ て相互理解と 友好親善をさ ら に深めてまいり ますので、 今後と も 皆様方のよ り 一層のご理解と ご

支援を賜り ますよ う お願い申し 上げます。

子ど も 海外派遣事業　 派遣報告会
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歓迎夕食会の韓定食

市長表敬

サンド ン湖水公園の岡山庭園にて

市長表敬記念品贈呈

富川国際ファンタスティ ック映画祭開幕式

市民訪問団市長表敬

富川韓屋体験村での伝統小物作り

議長の富川市名誉市民証授与式

●岡山市公式訪問団の派遣（  4  月22日～ 25日）

●岡山市民友好親善訪問団の派遣（  7  月 1  日～ 4 日）

　 岡山市公式訪問団（ 団長： 中原健一副市長） 及び岡山市民訪問団など 総勢22名が第42回中国洛陽牡丹文節に参加す

る ため、 洛陽市を 訪問し ま し た。 陳剣鋒（ ちん・ けんほう ） 副市長を 表敬訪問し 、 2026年に迎える 友好都市締結45周

年事業について意見交換を 行いま し た。 ま た、 洛陽市外国語初級中学での視察交流や中国国花園にて満開の牡丹を 堪

能し ま し た。

　 「 富川国際フ ァ ン タ ス ティ ッ ク 映画祭」 への招聘を 受け、 岡山市民友好親善訪韓団及び岡山市・ 富川市友好都市議

員連盟訪問団の総勢39名が富川市を 訪問し ま し た。 訪韓団は、 友好交流協定締結20周年を 記念し て製作さ れた「 友

好の碑」 の見学を はじ め、 韓国漫画博物館や富川韓屋村など の見学を 行いま し た。 ま た、 富川市主催の歓迎夕食会で

は富川市民の皆さ んと 交流を 深める 機会にも 恵ま れま し た。 さ ら に、 今回の訪問で最大のイ ベン ト であっ た映画祭で

は、 レ ッ ド カ ーペッ ト を 歩く と いう 貴重な体験を し 、 忘れら れない思い出と なり ま し た。 ま た、 こ れま で両市の友好

親善に貢献さ れてき た田口裕士岡山市議会議長が富川市名誉市民の称号を受章し ま し た。

副市長表敬 中国国花園視察 洛陽市外国語初級中学
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●「 私の世界、 世界は一つ」 写真展（  1  月16日～ 22日）

●パム・ フォリ ー副市長受入（  9 月12日）

●大阪・ 関西万博　

　ブルガリ アナショ ナルデー（  5  月18日）

　 令和 7 年 1 月に、 サン ホ セ市在住の写真

家ソ ニ ア ・ レ オン 氏が、 岡山市内の児童養

護施設若松園で ワ ーク シ ョ ッ プ を 行いま

し た 。 そ の ワ ーク シ ョ ッ プ で 子ど も た ち

が撮影し た写真を 展示する 写真展を 開催し

ま し た 。 オープニン グ セレ モニーには、 駐

日コ ス タ リ カ 共和国大使館ウ ィ リ ア ム ・ カ

ルヴ ォ 公使参事官兼総領事も 駆けつけま し

た。

　 大阪府泉佐野市で開催さ れた日米姉妹都市サミ ッ ト への参加に合わせ、 サン ノ ゼ市副市長が、 岡山市を 訪問さ れま

し た。 訪問中、 副市長は市長表敬訪問や 4 月にサン ノ ゼ市を 訪問し た議員と 意見交換を し ま し た。 夕食会では岡山市

と サン ノ ゼ市の交流に関わっ てき た関係者と の交流を 深めら れま し た。 ま た、 2027年に友好交流締結70周年を 迎える

こ と を見据え、 記念事業に向けて両市の間で共通認識を 深める 機会と なり ま し た。

　 大阪・ 関西万博ブルガリ アナショ ナルデー行事に

参加する ためにルメ ン ・ ラ デフ  ブルガリ ア 大統領

が来日さ れたこ と を 契機と し て、 日本と ブルガリ ア

の交流の歴史について紹介する パネル展を 開催し ま

し た。 開催に当たっ ては、 駐日ブルガリ ア大使館と

岡山プロ ヴディ フ 交流協会に協力いただき ま し た。

　 大阪・ 関西万博ブルガリ アナショ ナルデーに併せて

開催さ れた、 「 ブルガリ アナショ ナルデー式典と ブル

ガリ ア文化プロ グラ ム」 と 、 「 ブルガリ アパビリ オン

でのレ セプショ ン」 に出席し まし た。 レ セプショ ンで

は、 ルメ ン・ ラ

デフ  ブルガリ

ア 大 統 領と 挨

拶を交わし まし

た。 大統領は、

岡 山 に フ リ ス

ト ・ ボテフの石

像がある こ と も

ご存じ でし た。

オープニングセレモニー 若松園の子どもたちとの交流

●「 日本と ブルガリ ア 交流の歴史」

パネル展（  6  月 6  日～ 13日）

オープニングセレモニー

ルメン・ ラデフ大統領

歓迎夕食会市長表敬市長表敬
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子 ど も 海 外 派 遣 事 業

サンノ ゼ市

ペンド ルト ン市

　 令和 7 年は岡山市の 8 つ全ての国際友好交流都市・ 地域へ中学生56名を 派遣し ま し た。 子ど も たちは派遣先での

ホームス テイ と 交流プロ グラ ム等を通じ て国際的視野を 広げ、 多様な文化への理解の促進を図り ま し た。

　 派遣前の 2 回の研修会では、 現

地で話す言語や文化を 学ぶだけで

なく 、 日本や岡山市の魅力を 伝え

る 出し 物の練習を し ま し た。 派遣

後には、 体験し たこ と 、 学んだこ

と を 市長・ 教育長へ報告し ま し

た。 サン ホセ市へは26年ぶり の派

遣と なり ま し た。

報告会 報告会報告会

語学研修壮行会で決意表明
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ティ ピーの中で

お別れ

ケリーパーク公園にてランチ

歴史を学ぶ

ホスト ファミ リーとのお別れ

みんなと外遊び

ウェルカムパーティ ーにて

うらじゃ披露

日系人の歴史を学ぶ
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